
施 設 名

管 理 者 名 指 定 期 間 ～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

施工年月日　(亀田総合体育館）平成８年２月１日　（武道場・屋内多目的運動場）平成２６年１２月１１日
敷地面積　　亀田総合運動公園全体　105,408.30㎡（江南区文化会館敷地　約20,000㎡、農村公園分を含む）
建築面積　　9,606.79㎡
延床面積　　9,606.79㎡
構造　　　　鉄筋コンクリート造　一部鉄筋2階建・塔屋2階建
主要施設　　メインアリーナ（バスケットボール2面/バレーボール2面/卓球33台/バドミントン8面）
　　　　　　サブアリーナ（バスケットボール1面/バレーボール2面/卓球20台/バドミントン4面）
　　　　　　室内温水プール（25ｍ×6コース・幼児用・低学年・着水プール・ウォータースライダー1基）
　　　　　　トレーニングルーム（トレーニング機器各種）
　　　　　　ランニングコース（1周　185ｍ）
　　　　　　観覧席　固定708席・会議室・ミーティングルーム・医務室等
　　　　　　屋外テニスコート（砂入り人工芝　照明付　3面）
　　　　　　武道場・屋内多目的運動場【別棟】
　　　　　　構造：鉄筋コンクリート造 一部鉄骨平屋建
　　　　　　建築面積　2,803.08㎡、延床面積　2,518.40㎡
　　　　　　武道場（柔道場2面、剣道場2面、簡易観覧席190席、屋内多目的運動場と併設）
　　　　　　屋内多目的運動場（フットサル1面又はテニスコート2面、武道場と併設）
　　　　　　駐車場（アスファルト舗装696台・江南区文化会館と共有）、駐輪場
　　　　　　総合運動公園トイレ、東屋等

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として設置。

(１)新潟市体育施設条例（以下「条例」という。）に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊か
な市民生活に寄与する管理運営を行うこと。

(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、サービスの向上や平等利用を確保すること。

(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。

(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。

(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。

(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。

(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。

(９)江南区の施策の方向性（スポーツに親しむ機会の創出等、新規利用者の獲得、利用者の増加を図る）に沿った自主事業の提案・実
施に努めること。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

令和3年度

公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

スポーツ基本法

新潟市体育施設条例

新潟市江南区亀田地区体育施設（プールあり）　新潟市亀田総合体育館

公益財団法人新潟市開発公社

施 設 設 置 目 的

江南区産業振興課

施 設 概 要

新潟市江南区茅野山３丁目１番１３号

令和6年3月31日平成31年4月1日



視 点 評価
※

A

B

B

B

B

A

B

A

適切に対応していると判断
するが、中でも江南区の伝
統工芸である亀田縞を活
用する事業提案を提出し、
スタッフユニフォームを作
成、ＰＲを行った点を評価
する。

・フードドライブの実施
・ケータイリサイクルボッ
クス設置
・亀田縞活用チャレンジ
提案
・区内中学校への職業
講話への協力（派遣）

適切

新型コロナウイルス感染
症拡大防止に伴う休館や
教室の中止、武道場にお
けるオリンピックフランス代
表事前合宿、体育館にお
けるインターハイ開催によ
る教室の中止等、目標達
成が非常に困難な状況で
あった。そのなかでも、動
画配信やオンラインレッス
ン等も含め、必要な感染対
策を講じて教室等を実施
し、年間目標件数を超える
実績となったことを鑑み、B
評価する。

必要な感染対策を講じ、目
標を大きく上回って達成し
たことを評価する。

利用者数年間220,880
人
（うち個人開放：131,733
人以上）

年間を通して新型コロナウ
イルス感染症の影響があ
り、利用者数の達成が非
常に困難な状況であった。
そのなかでも、必要な感染
対策を講じ、徐々に利用が
回復してきている状況を鑑
み、B評価とする。

SNSを活用した幅広い年
代へのアプローチにより一
層取り組むとともに、動画
配信やオンラインレッスン
の実施により、新型コロナ
ウイルスの感染防止を踏
まえたさらなる利便性と
サービスの向上を図った
点を評価する。

評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※

421円

利用者アンケートで「満足」が80％以上
　：スポーツ教室参加満足度80％以上
　：施設利用者満足度（接客）80％以上

苦情･要望に対する対応

地域連携・社会貢献活動

利用者一人当たりコストを600円以下（人
件費及び工事費を除く）

・苦情、要望は14営業日以内に回答
・苦情対応マニュアル整備

・江南区の施策に合致した自主事業（ス
ポーツ教室等）を年間1,000件以上実施
・教室参加者　年間延べ35,000人以上

接遇研修の実施や利用者
に寄り添った対応を心掛け
るととおもに、利用者から
の要望には迅速に対応す
ることで、すべての項目に
おいて満足度を達成・向上
することができた。

適切に対応していた。

・1,492件実施
・21,745人参加

市 民

広報の充実

各種サービス別満足度

社会貢献活動（地域連携事業）年1回以上
実施

利用者一人あたりのコスト
削減額

・ホームページ週1回以
上更新
・Facebook、Instagram
配信、LINE配信、動画
配信、オンラインレッス
ン実施
・アスパークだより月2回
発行

・ホームページ等による情報提供更新　月
1回以上
・施設利用者への広報誌、情報紙、チラシ
等の発行　月1回以上

基準利用者数の達成
・利用者数年間407,000人以上（うち個人開
放：250,000人以上）

江南区の施策に合致した
サービス提供

基準稼働率の達成

稼働率（利用時間/利用可能時間）
・アリーナ80％以上
・テニスコート40％以上（4月～10月）
・武道場40%以上
・屋内多目的運動場80%以上
＊自主事業を含む

・アリーナ68.7％
・テニスコート49.0％
・武道場37.3%
・屋内多目的運動場
81.9%
※新型コロナウイルス感染症
拡大防止のための休館期間
を除いて算出。

年間を通して新型コロナウ
イルス感染症の影響があ
り、稼働率の達成が非常
に困難な状況であった。そ
のなかでも、必要な感染対
策を講じ、徐々に利用が回
復してきている状況を鑑
み、B評価とする。

・教室　88.3％
・施設　86.1％



B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

A

B

適切に対応していた。

適切に対応していた。

適切

新型コロナウイルス感染
症拡大防止に伴う休館や
教室の中止、武道場にお
けるオリンピックフランス代
表事前合宿、体育館にお
けるインターハイ開催な
ど、目標の達成が非常に
困難な状況であった。その
なかでも、動画配信やオン
ラインレッスン等も含め、
必要な感染対策を講じて
教室等を実施し、徐々に利
用が回復してきている状況
を鑑み、B評価とする。

適切に対応していた。

関係法令の遵守

自己管理システム

・事故報告は、発見より30分以内
・重クレーム報告は1時間以内
・市からの質問事項等の締切厳守

事件・事故発生時の対応の
適切さ

・利用者の安全確保のための対応が整理
されているか（避難の誘導や蘇生対応等）
・警察や消防への連絡体制が整備されて
いるか
・市の主管課への連絡体制が整備されて
いるか
・事件・事故対応訓練や講習を年1回以上
実施

・事件・事故対応マニュアルの作成や連絡
体制の整備
・補償を伴う事故発生件数　0件

目標以上の研修を実施
し、人材育成および技術向
上に努めたことを評価す
る。

・管理業務マニュアルの
定期的な更新、共有
・全体研修実施
・消防訓練年2回実施
・水難訓練の実施

適切に対応していた。

職員研修を年2回以上実施

他施設との連携会議を月1回以上開催

・月2回以上館長会議を
実施
・区内体育施設協議会
の実施

配置人員のスキルの習得
度

適切に対応していた。

・計画的に研修を実施
（接遇研修、応急手当
講習、水難訓練、普通
救命講習Ⅱ受講等）

適切に対応していた。

業 務

その他業務仕様書等に定める事項の遵守

・管理業務マニュアルの
定期的な更新、共有
・事故報告のデータベー
ス化

労働基準の充足 労働関係法令の遵守 適切

人 材

適切に対応していた。
・WEB研修会の実施
・全体研修実施

適切に対応していた。

使用料収入を年間64,918,000円以上（武道
場・屋内多目的運動場を含む）

事業報告書において、業務の自己点検と
業務への反映についての具体的記載

39,051,252円

財 務

・事業報告が分かりやすく、かつ正確であ
る
・事業報告の締切厳守

市の歳入の増加

月例報告書及び事業報
告書での利用状況分析
及び自己評価に記載

事業計画・事業報告の適切
さ

日常連絡の適切さ 適切

適切に対応していた。

適切に対応していた。
他施設等の連携に関する
理解

・安全責任者の配置と安全確保体制の確
立
・危機管理マニュアルの職員周知
・防災訓練年2回以上実施

安全責任者の配置と安全
確保体制の確立

・管理業務マニュアルの
定期的な更新、共有
・防犯・防災講習会への
参加
・普通救命講習Ⅱの取
得
・緊急地震速報対応訓
練の実施

業務仕様書等に定める事
項の遵守

適切

個人情報保護、情報公開及びコンプライア
ンスに関する研修1回以上

事故防止の取組

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない
※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ

ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな
ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）



所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

引き続き、感染症対策を講じながら、市のガイドラインに沿った管理運営を行いました。感染拡大による施設休止期間には、自宅でも身体を動かし
ていただけるようにYouTubeでのオンラインレッスンやSNSでの30秒チャレンジ動画の配信を行いました。特に、30秒チャレンジ動画は,お客様より
スタッフたちの頑張る姿で楽しめたと再開後に多数のお声をいただきました。
開館から25周年を迎えた4月には、記念イベントとして思い出の写真の展示、記念マスクのプレゼント抽選会を行い、多数の応募をいただき好評を
得ました。7～8月にはフランス空手オリンピック代表合宿、インターハイ女子バスケットボール競技の開催が行われ、コロナ禍でお客様が直接応援
をすることが出来ませんでしたが、施設管理でのバックアップや施設内装飾などのおもてなしで関係者の皆さんからお喜びの声が寄せられました。
さらに江南区の伝統工芸である亀田縞活用チャレンジ事業に提案をさせていただき、亀田縞ユニフォームの作成とタペストリーの設置を行いまし
た。多くの皆様に亀田縞に触れていただく機会ができ、広くＰＲができました。
今後も、お客様に寄り添い、安全安心にご利用いただける施設管理運営に努めます。

指 定 管 理 者 記 載 欄 （ ア ピ ー ル し た い 事 項 ・ 未 達 成 項 目 へ の 改 善 策 等 ）

新型コロナウイルス感染症による休館や特定天井工事の影響があり、利用者数や稼働率などの目標達成が難しい状況であったが、市ガイドライ
ンや各種通知に沿った感染対策を行い、適切な管理運営がなされた。
SNSを活用した各種取り組みや亀田縞を活用した地域活性化につながる取組みなど、江南区の施策の方向性に沿った取り組みがなされていたと
評価する。
今後は、引き続き新型コロナ対策を適切に行い、利用者が安心して利用できる施設運営及びサービス向上に努めることで、更なる利用者満足度の
向上を図ることを期待する。



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期 間 ～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市江南区亀田地区体育施設（無人）　新潟市亀田運動広場（ふれあいドーム・少年野球場）

公益財団法人新潟市開発公社 平成31年4月1日 令和6年3月31日

江南区産業振興課

令和3年度

新潟市江南区亀田緑町１丁目８１０番地３外

スポーツ基本法

新潟市体育施設条例

施 設 概 要

亀田運動広場
敷地面積　　　　　　　亀田運動広場全体　11,678.03㎡　亀田運動広場駐車場　1,312.34㎡
（ふれあいドーム）
竣工年月日　　　　　 平成１３年５月１日
敷地面積　　　　　　　ふれあいドーム分　　997.87㎡
建築面積　　　　　　　984㎡
構造　　　　　　　　　鉄骨造 酸化チタン膜噴1階建　砂入り人工芝　照明付
主要施設　　　　　　　ふれあいドーム（ゲートボールコート2面又はテニスコート1面）
　　　　　　　　　　　物置・トイレ・駐車場
（少年野球場）
敷地面積　　　　　　　11,201㎡
主要施設　　　　　　　少年野球場（クレー）外野部分一部　ゲートボールコート
　　　　　　　　　　　倉庫・トイレ・駐車スペース

施 設 設 置 目 的

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として、設置。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

(１)新潟市体育施設条例（以下「条例」という。）に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生
活の形成に寄与する管理運営を行うこと。

(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、サービスの向上や平等利用を確保すること。

(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。

(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。

(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。

(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。

(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価
※

B

A

B

A

B

B

B

B

B

B

B

評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※

市 民

基準利用者数の達成 利用者数年間17,000人以上(2施設の合計） 16,946人

年間を通して新型コロナウ
イルス感染症の影響があ
り、利用者数の達成が非
常に困難な状況であった。
そのなかでも、必要な感染
対策を講じ、ほぼ目標値を
達成している状況を鑑み、
B評価とする。

1,459,200円

91.2%
目標値よりも10％以上上
回って達成した点を評価す
る。

各種サービス別満足度
利用者アンケートで「満足」が80％以上
　：施設利用者満足度（接客）80％以上

苦情･要望に対する対応
・苦情・要望には14営業日以内に回答
・苦情対応マニュアル整備

適切

口頭で寄せられた苦情・要
望についても、報告書によ
り共有を行い、施設改善に
つなげていた。

引き続き、感染症対策を講じながら、管理運営を行いました。
敷地内のひまわりクラブより、感染症対策のため、少年野球場とふれあいドームの利用を引き続き行いたいと申し出があったため、区と協議し対応をしまし
た。また、利用のお客様から寄せられた要望（ボールが見にくい、雨風がコートに入る等）には、迅速に対応をしました。
ふれあいドームは経年劣化により屋根の一部が損傷し、雨漏りが発生したため、応急処置を行いました。区に修繕工事の要求を上げるとともに、亀田少年
野球クラブと江南区ゲートボール愛好会と連携を図り、お客様が安全安心に利用ができるよう、施設管理を行います。

職員研修を年1回以上実施

財 務

利用者一人当たりのコスト
削減額

施設利用者一人当たりコストを70円以下
（人件費及び工事費を除く）

62円
必要な感染対策を講じ、目
標を大きく上回って達成し
たことを評価する。

市の歳入の増加

年間を通して新型コロナウ
イルス感染症の影響によ
り目標の達成が非常に困
難な状況であった。そのな
かでも、必要な感染対策を
講じ、状況に応じた必要な
対応を行った結果、目標
値の約85％を達成した状
況を鑑み、B評価とする。

施設使用料収入が年1,717,000円以上

その他業務仕様書等に定める事項の遵守 適切

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

年間を通して新型コロナウイルス感染症の影響があったが、ほぼすべての項目において目標を達成した。市ガイドラインに沿った感染対策もしっかりと行っ
ており、安心してご利用いただけたことが分かる。当施設の運営にあたっては、地域との連携や利用者の意見を大切している点も評価できる。
今後は、当施設を活用し地域活性化につながる取組みを行うなど、新たな施設の活用方策についても期待したい。

目標を達成した。

労働基準の充足 労働関係法令の遵守 適切

人 材

配置人員のスキルの習得
度

遵守している。

適切に対応していた。

適切に対応していた。適切日常連絡の適切さ
・事故報告は、発見より30分以内
・重クレーム報告は1時間以内
・市からの質問事項等の締切厳守

安全責任者の配置と安全
確保体制確立

・無人施設における巡回安全責任者に選定及び不在時
の代理人の選定。
・連絡体制、連絡方法マニュアルの整備

適切

業務仕様書等に定める事
項の遵守

業 務

指 定 管 理 者 記 載 欄 （ ア ピ ー ル し た い 事 項 ・ 未 達 成 項 目 へ の 改 善 策 等 ）

事故防止の取組
・事件・事故対応マニュアルの作成や連絡体制の整備
・補償を伴う重大事故発生件数　0件

適切 適切に対応していた。

施設掌握研修を
実施

遵守している。

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない
※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ

ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな
ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）



施 設 名

管 理 者 名 指 定 期 間 ～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

施 設 概 要

敷地面積　15,292㎡
主要施設　野球場（クレー）　ナイター照明（内野２基，外野２基）付　倉庫、トイレ　＊ナイター施設は有料

新潟市江南区亀田工業団地１丁目２５２８番地１７

都市公園法

新潟市都市公園条例

公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市江南区亀田地区体育施設（無人・無料）　かわね公園多目的グラウンド

公益財団法人新潟市開発公社 平成31年4月1日 令和6年3月31日

江南区産業振興課

令和3年度

施 設 設 置 目 的

スポーツの普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として設置。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

(１)新潟市都市公園条例（以下「条例」という。）に基づき、スポーツの普及および振興を図り市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民
生活の形成に寄与する管理運営を行うこと。

(２)公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに、サービスの向上や平等利用を確保すること。

(３)利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。

(４)利用者に対し、安全で快適な環境を提供すること。

(５)新潟市個人情報保護条例に基づき、個人情報の保護を徹底するとともに、業務上知り得た情報について守秘義務を遵守すること。

(６)効率的かつ効果的な管理運営を行い経費の削減に努めること。

(７)法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。

(８)指定管理者制度を理解し、実践すること。



視 点 評価
※

B

B

B

財 務 B

B

B

B

B

B

B

284円

利用者数年間11,000人以上 9,450人

口頭で寄せられた要望・苦
情についても、報告書によ
り共有を行い、施設改善に
つなげていた。

目標を達成した。

適切

利用者アンケートで「満足」が80％以上各種サービス別満足度

苦情・要望には　14営業日以内に回答

評価項目

85.2%

年間を通して新型コロナウ
イルス感染症の影響があ
り、利用者数の達成が非常
に困難な状況であった。そ
のなかでも、必要な感染対
策を講じ、徐々に利用が回
復してきている状況を鑑
み、B評価とする。

苦情･要望に対する対応

実績

利用者一人当たりコストを240円以下（人件費及び工
事費除く）

指 定 管 理 者 記 載 欄 （ ア ピ ー ル し た い 事 項 ・ 未 達 成 項 目 へ の 改 善 策 等 ）

適切

評価コメント
※

年間を通して新型コロナウ
イルス感染症の影響により
利用者数が減少したことを
鑑み、B評価とする。

市 民

基準利用者数の達成

評価指標

利用者一人当たりのコスト
削減額

遵守している。

配置人員のスキルの習得
度

日常連絡の適切さ

・事件・事故対応マニュアルの作成や連絡体制の整備
・補償を伴う重大事故発生件数　0件

適切

緊急連絡網・非常
配備体制伝達系
図保有

・事故報告は、発見より30分以内
・重クレーム報告は1時間以内
・市からの質問事項等の締切厳守

労働関係法令の遵守

安全責任者の配置と安全確
保体制確立

適切

業 務

業務仕様書等に定める事項
の遵守

その他業務仕様書等に定める事項の遵守 適切

適切に対応していた。

適切に対応していた。

遵守している。

適切に対応していた。

事故防止の取組

・無人施設における巡回安全責任者に選定及び不在
時の代理人の選定。
・連絡体制、連絡方法マニュアルの整備

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

新型コロナウイルス感染症の影響による試合や大会、主催事業の中止があり、利用者数は大きく減少した。今後も、市ガイドラインに沿った感染対策を続
け、安心して利用できる施設運営をお願いしたい。

職員研修を年1回以上実施
施設掌握研修を
実施

目標を達成した。

引き続き、感染症対策を講じながら、管理運営を行いました。施設巡回で危険個所がないかを随時確認し、必要に応じた対応を行いました。駐車場の陥没
や防球ネット支柱根元の陥没など、区に速やかに報告し、対処していただきました。
利用者数も回復の兆しもあることから、状況に応じ野球と触れ合える機会の提供などのイベント開催を行い、新規の利用者獲得を目指すとともに、お客様と
隣接地域の皆様が安全安心にご利用いただける施設管理運営に努めます。

人 材

労働基準の充足

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ
ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな

ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）


